
～昨年度の採択プロジェクト～ 

・ゆかたで華麗に踊り隊(山口市民総踊り大会に参加) 

・えこチャリ(自転車再生プロジェクト) 

・ぶちうま☆ランチ(学生の希望を叶える学食新メニューの提案) 

・YPU☆One Plate Luncｈ☆project(栄養面を考慮した学食メニューの提案) 

・YPU「こんなん知っちょる？」HP 作り(大学と地域をアピールする HP の作成) 

・新生活応援 Eco Cooking レシピ集をつくろう！(廃棄物を減らしたレシピの提案)    

  

 

 

  

  

 

 

 
 

今年度も、大学生活をより良くするために学生・院生の皆さんが自分たちの力を発揮す

る場として「ＹＰＵドリームアドベンチャープロジェクト 2008」の参加者を募集します。 

これは、学生・院生のみなさんが日頃から思っている「○○ができると、こんなに便利！」

とか、「こんなこと、やってみたい！」等々、大学生活をさらに楽しく、豊かにするための

皆さん独自の企画を募集するものです。このプロジェクトに参加応募し採用された個人や

グループには、実現するために必要となる費用を大学が支援します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

学生・院生のみなさんの豊かなアイデアで、この大学と地域をより良いものにしてくだ

さい。学部学科やサークル等の有志での応募はもちろん、より一層の団結と充実をはかる

ためにサークルや学部学科、学年を越えたチームでの応募も大歓迎です。どうぞふるって

ご参加下さい。みなさんの夢を実現しましょう！  

 

応 募 期 間：平成 20 年５月７日(水)～５月２８日(水) 

応 募 先：学生活動支援センター窓口 

採 用 決 定：平成 20 年６月上旬予定 

成 果 報 告 会：平成 21 年１月開催予定 

予算と採用件数：○A １件につき 10 万円まで(採用予定数：５件程度) 

      ○B １件につき 20～30 万円程度(採用予定数：２件程度) 

       ※○B に関しては、１次選考の後簡単なヒアリングを行います。 

採 択 委 員：学長、副学長、副理事長、学生支援部長、学生委員会代表、外部委員、 

学生代表 

応 募 必 要 書 類：プロジェクト企画書１部 

        ※平成 21 年１月頃までには成果が出せる内容であること 

お 問 い 合 わ せ：学生活動支援センター 

                TEL 083－928－3478  e-mail:gakukatsu@yamaguchi-pu.ac.jp 

※応募用紙は、学生活動支援センター窓口、もしくは学生活動支援センターのホームペー

ジから、ダウンロードできます。(Word) 

※YPU ドリームアドベンチャープロジェクト 2007 の報告書は、学生活動支援センターで 

 閲覧できます。 

学生活動支援センター  



平成 20 年度 プロジェクト企画書 

プロジェクト名 

希望カテゴリー

（丸をつける） 

A・B 

 

応募者氏名 

代表者（学部・学科・学年）： 

 

代表者連絡先（携帯電話等）： 

 

プロジェクト参加者（学部・学科・学年）：多数の場合は別紙へ 

 

 

必要予算 

総費用： 

 

使用品目内訳：  

プロジェクトの

ねらい 

 

プロジェクトの

成果 

 

プロジェクトの

進行計画 

 



平成 20 年度 プロジェクト企画書 

プロジェクト名 

希望カテゴリー
（丸をつける） 

○A ・B 

 

YPU 名物饅頭「ワイ♡プーちゃん」の開発 

応募者氏名 

代表者（学部・学科・学年）： 

桜畠すみれ（看護学科３年） 

代表者連絡先（携帯電話等）： 

090－○○○○－○○○○ 

プロジェクト参加者（学部・学科・学年）：多数の場合は別紙へ 

宮野櫻子（社会福祉学科２年）、山口太朗（環境デザイン学科３年）、 

折本花代（国際文化学科４年）、下竪小路良美（栄養学科３年） 

必要予算 

総費用：８万円 

 

使用品目内訳：  

材料費：３万円 包装費：２万円 試食会開催費用：３万円 

プロジェクトの

ねらい 

県立大学の４学部の智恵と技術を駆使し、YPU ブランド商品として「YPU 饅頭

ワイ♡プーちゃん」を開発する。大学内で行われるイベントの際やお土産等で活

用してもらい、大学の宣伝に役立てる。  

プロジェクトの

成果 

YPU 饅頭の試作、場合によっては市内和菓子店に依頼して市販化を計画す

る 

プロジェクトの

進行計画 

５月：饅頭作成のコンセプトを固める 

６月～８月：試作品の開発 

９月：パッケージデザイン、宣伝方法を考える 

１０月～１１月：試食会を開催 

        アンケート結果の集計・分析 

１２月：報告書の作成 

１月：成果報告会での報告 

 

記入例 


